
人体解剖学実習において、人体の複雑な三次元構造を理解するためには、事前の空間的な構造把握が必要である。そこで 2026年度

人体解剖学実習において歯科用コーンビーム CT（CBCT）画像を導入する。CBCT画像を用いた教育を実施した後、アンケート調査

を行い得られた回答を分析することで、解剖学教育における CBCT画像の活用が学生の人体解剖学実習の理解度や学習意欲に与える

影響を検証する。本研究によって、CBCT画像を活用した学習の教育効果を明らかにすることができれば、より効果的な解剖学教育

プログラムの構築や、学生が将来の臨床実習および歯科診療において必要となる三次元的な解剖学的知識の習得が可能になると期待

される。 
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